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　「
ゴ
ミ
」
は
、
暮
ら
し
に
密

着
し
た
環
境
問
題
で
す
。
生

活
し
て
い
く
中
で
必
ず
出
る

「
ゴ
ミ
」
を
村
の
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の

か
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
取
り
組

み
や
疑
問
に
つ
い
て
話
し
合

い
た
い
と
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
１
０
０
名
の

皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
は
じ
め
に
役
場
と
南
信

サ
ー
ビ
ス
、
稲
葉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
ゴ
ミ
出

し
状
況
や
、
分
別
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
次
に
、
自
分
の
家

で
や
っ
て
い
る
ゴ
ミ
出
し
の

工
夫
と
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
取

り
組
み
や
疑
問
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。「
ゴ
ミ
出

し
は
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
参
加
し
て
曖
昧

に
思
っ
て
い
た
分
別
の
仕
方

が
よ
く
分
か
っ
た
。」
と
の
声

も
聞
か
れ
、
早
速
今
日
か
ら

の
ゴ
ミ
出
し
に
役
立
て
て
も

ら
え
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、「
当
た
り
付
ゴ
ミ

袋
」
の
当
選
発
表
が
あ
り
、

く
り
ん
豚
と
せ
っ
け
ん
づ
く

り
の
会
か
ら
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
「
く
り
ん
せ
っ
け
ん
」

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。（
社
会
部
）

 公民館ふる さとづくりフォーラム 

今日から始める
2月4日開催

役場生活環境課　山川さんより ㈱南信サービス 竹村さんより 稲葉クリーンセンター 原さんより 

その他にもたくさんのご意見等をいただき
ました。詳細は3月下旬頃、当日出された質
問への回答を含めて村ホームページに掲
載する予定です。
※公民館窓口でも配布いたします。
今回のふるさとづくりフォーラムは、
講師の皆さん、せっけんづくりの会
の皆さんにご協力をいただき開催を
する事ができました。
この場をお借りし、感謝申し上げます。
またご参加いただいた皆さんも、お忙しい
中時間を作って参加いただきありがとうご
ざいました。

当
村
 
 
 
 
出
 
 

評
価

D  

グループワークの様子
 

生ごみは畑に穴を掘って埋
めて肥料にしている。畑のあ
る人が実行すればかなりの
量のゴミが減らせるのでは
ないか。 

 
北地区ではゴミ出しに責任を
持つように、指定番号を書くよ
うになった。 

 
一番の問題は無記名。その解
決が必要。収集の方に指摘し
て欲しい。原因を住民に伝え
て欲しい。 

 ビンがビンとしてリサイクルさ
れることを知ることも大事 

 

 

 

 

臭いのあるプラは燃やすゴミに
入れていたが、今後は気を付けて
リサイクルしたい。 

買う時に箱から出して中身だけ
もらってくる。 

ネットで水を切った後、絞ってか
ら出す。（生ごみ） 

燃やすゴミの袋破れやす
い。破れないようにうまく
入れる方法を考えている。

 ゴミのカレンダーで出し方が分かりにくい
ものがある。 

（ゴミ出しの工夫や疑問について） 
ペットボトルのフタは貯めてお
いて、社協に出している。 

出された質問とその回答 
●年間計画を見ても出し方がわからないものがある。どうすれば良いか… 

 詳細が書かれたガイドブックがあるのでそちらをご覧いただくか、役場生
活環境係までお問い合わせください。 

●生ごみ処理機・乾燥機、購入に対して補助がありますか？ 
   購入価格の 1/2（上限 5 万円）で補助があります。生ごみ乾燥機についても

補助対象となります。 
●アルミ箔や乳製品の蓋でアルミ表示のあるものは金物類で出せないでしょうか？ 
   アルミ箔、乳製品のフタは金物類で出してください。 

●乾燥剤は燃やすゴミで出しても良いでしょうか？ 
   燃やすゴミで出してください。ただし生石灰を使用した乾燥剤は水に触れると 

紙マークがついているものであれば、香りがあるものでも、紙資源ゴ
ミとして出していただけます。

発熱するため、生ごみなど水気のあるものと一緒に捨てないでください。 
●石けんの包装等、香りがあるものは再生紙で良いでしょうか？ 
    

シ
ョ
ッ
ク

喬木村のゴミ処理状況（令和４年度）

　全体のゴミ排出量　約960トン
　　一人当たり年間排出量　約170kg
⇒うち燃やすゴミの割合は74.6％

4月よりプラスチック製品の出し方が変わります！

燃やすゴミを減らすことが課題です。特に生ごみは燃やすゴミの40％以上を
占めているため、水気を切る、生ごみ処理機を使用する等、家庭での取り組み
にご協力をお願いします。

＜新たに「資源プラスチック」に加わるもの＞
・ビニール製品（雨合羽、浮き輪など）
・CD・DVDディスク（プラスチックケースを含む）
・プラスチック製容器製品（プランター、ポリバケツなど）
・プラスチック製のキッチン用品、食器、サニタリー用品、文具
（ボウル、タッパー、スポンジ、皿、ストロー、歯ブラシ、洗面器、洗濯ばさ
み、ボールペン、定規、クリアファイルなど）

ビンについて
・喬木村を含めた１町３村で収集した ビンについて、リサイクル業者さんか
らいただいている分別等に関する評価 は４段階で最も低い「D評価」です。
収集所では、色分けがされず、ビンで はないガラス製品（コップ等）や陶器
が混ざっている所も見られます。
・ラベルは付いていて結構ですので、 キャップを取ってさっとゆすぎ、色分
けをして出しましょう。決して空きビ ン以外のものを混ぜないでください。

・紙資源として出せるものは原則「紙マ ーク」がついたものです。
段ボールマークのついたもの、酒・牛 乳パックは紙資源には含ま
れません。混入が多いので気を付けて ください。
・汚れたものは水でさっと洗い流して 出してください。洗剤を使
って洗う必要はありません。

全体または大部分が
プラスチックの製品が対象
です。汚れを取り、長さを短

くして出してください。

このマークが
あるものが

紙資源です。

燃やすゴミとして出せるものを確認し、
リサイクルできるものはリサイクルへ
収集所で回収される燃やすゴミの約９％は、
紙、プラスチックなどのリサイクルできる
ものです。

燃やすゴミにならないもの（例）

※事業所から排出されるものは産業廃棄物となり、持ち込みできないものがあります。

【紙資源になるもの】
　コピー用紙、紙製菓子箱、
　包装紙　等

【プラ資源となるもの】　
　弁当容器、菓子袋、調味料チューブ、
　シャンプー容器　等

【金属、燃えにくい素材のもの】
　携帯電話、コード類、スキー板、
　ヘルメット、リモコン等

【一般廃棄物でないもの】　
　農業用マルチ、タイヤ　

【危険なもの・有害なもの】
　乾電池、ライター、医療用廃棄物、
　水銀体温計

※さっと洗って汚れが落ちないもの
　は燃やすゴミで結構です
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五
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回
平
和
学
習
会

「
種
ま
き
う
さ
ぎ
　

フ
ク
シ
マ
に
向
き
合
う
青
春
」
上
映
会

映画

２/11
開催

こ
の
作
品
は
、
東
日
本
大
震

災
と
福
島
原
発
事
故
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
結
成
さ
れ

た
福
島
の
朗
読
グ
ル
ー
プ
『
た

ね
ま
き
う
さ
ぎ
』
の
高
校
生
た

ち
が
、
全
国
の
若
者
や
世
界
の

核
被
害
者
の
人
々
と
出
会
い
、

交
流
し
学
び
成
長
し
て
行
く
姿

を
描
き
ま
す
。

60
年
も
の
あ
い
だ
核
被
害
と

戦
い
続
け
て
き
た
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
の
人
々
、
旧
ソ
連
の
水
爆

実
験
地
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
少

女
、
汚
染
水
に
苦
し
む
漁
師
、

放
射
能
に
土
地
を
奪
わ
れ
た
農

民
。
そ
の
人
々
の
姿
か
ら
、
若

者
た
ち
の
平
和
の
種
ま
き
が
広

が
り
、
平
和
の
種
が
芽
生
え
て

い
き
ま
す
。

私たちは、学び成長する彼女たちから何を受け取ることができるでしょうか。
鑑賞後に参加者で話し合った感想の一部を紹介します。

普通がいかに大事か失くした時に初めて分かる。
原発は必要なのだろうか。私たちはもっと学び考え
るべきだと思う。

福島から逃げ出さずに大きく成長していく高校生の姿
がすばらしい。 福島の原発事故から 13年、改めて考える機会になっ

た。放射能汚染や震災復興には気が遠くなるような
歳月がかかるだろうが、分かち合わなければいけな
い。自分がやらなければ繋がらないという漁師の言葉が力

強い。

マーシャルの人々の「私たちはサバイバー。どんな困難
でも切り開いて生き抜く」という言葉に感動した。

自然エネルギー、自然の力を利用する生活を考えて
いきたい。

これからの公民館のあり方について 公民館運営協議会の答申を
踏まえた今後の展開

　「本館、地区ともに活動内容を見直す時期が来ている」など公民館の見直しをする時期であるとの意見が出された
ことから、令和４年度に公民館長より諮問を受けた、公民館運営審議会においてあり方の検討が行われました。
昨年 12 月に答申が出されたことにより、喬木村公民館の今後の方針を定めましたのでお知らせします。

公民館の役割『ここちよい　つながり』をつくり、それを広げること
　　　　　こんな地域に ･･･　　　災害時や普段の付き合いの中で助け合えるつながりができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　身近な地域の付き合いの中で気持ちよく『お互い様』と思える地域。

　　①人づくり、地域づくりにつなげる公民館活動　　　　　　  ②若い人たちが関われる仕組みづくり
　　③少子高齢化、人口減、コミュニティーの変化に対応　　  　④気軽に参加できるイベント

「ここちよいつながりをつくる」ための事業実施
●持続可能な地域づくりに向け、子どもから大人までの縦のつながりを意識し、地域資源を活用した事業の実施
 　➡ふるさとづくりフォーラム、自治会・お祭りと連携した事業など
●気軽に参加でき、体験を通して、つながりができる事業の実施　 ➡川遊び体験（楽遊塾）、スポーツ交流会など
●近隣市町村公民館との連携　　➡学習会等、近隣市町村と共同してできるものについて検討を行う
●各部他団体との連携　➡各団体等で取り組んでいる子ども向け事業などについて連携して行う

「ここちよいつながりをつくる」ための体制変更
　　　　　現行の「体育部、社会部、教養部、編集部」の 4 部体制を 3 部体制に変更し、名称を改める。
　　　　　【令和６年度からの体制】スポーツ部（現体育部）、文化部（現社会部・教養部）、広報部（現編集部）

　　　　　・公民館活動に支障ない範囲での組織体制を可能とする。　（分館長、副分館長、主事は兼務可能）
　　　　　・分館の役員不足の課題へは公民館内だけではなく地区自治会等の再編も含め検討する。

目指す姿

令和６年度からの展開について

村民の皆さんからの声をお聞きしながら、時代に合った、そして喬木村に合った公民館にしていきたいと思います。
今後とも公民館活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

本館

分館
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4
月
6
日
、
7
日
に
開
催
さ
れ

る
阿
島
祭
り
に
向
け
て
阿
島
地
区

の
小
学
生
が
子
供
獅
子
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
小
学
1

年
か
ら
6
年
ま
で
の
30
人
が
参

加
。
青
年
獅
子
に
も
負
け
な
い
迫

力
あ
る
獅
子
舞
を
披
露
し
よ
う

と
、
阿
島
獅
子
継
承
会
の
皆
さ
ん

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
舞
い
と

演
奏
の
技
を
磨
い
て
い
ま
す
。

子
供
獅
子
は
、
児
童
た
ち
の

元
気
な
獅
子
舞
で
祭
り
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
青
年
獅
子

の
担
い
手
を
育
成
す
る
目
的
で

2
0
0
7
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

に
な
り
ま
し
た
が
、
体
育
部
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
常
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
チ
ー
ム
数
減
少
で
中
止

に
な
り
非
常
に
残
念
で
は
有
り
ま

し
た
が
、区
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
が
、
盛
大
に
出
来

ま
し
た
。

今
年
度
の
社
会
部
の
事
業
を
振

り
返
る
と
、
地
域
の
活
動
が
復
活

す
る
中
で
コ
ロ
ナ
前
に
戻
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も

色
々
な
意
見
が
あ
り
未
だ
に
踏
み

切
れ
ず
に
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
敬

老
会
の
記
念
品
配
布
、
文
化
祭
展

示
、
年
末
行
事
「
お
や
す
」
作
り

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

婦
人
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
で
の
活
動
制
限

が
解
除
さ
れ
、
感
染
に
留
意
し
な

が
ら
も
計
画
通
り
活
動
を
実
施
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
春
季
祭
典

で
は
、
感
染
防
止
を
考
慮
し
個
包

装
の
お
に
ぎ
り
を
準
備
し
ま
し

た
。
又
、『
も
っ
と
自
分
達
の
喬

木
村
を
知
ろ
う
よ
!
』
を
テ
ー

マ
に
、
７
月
１
日
に
28
名
で
村
内

の
視
察
を
行
い
、
11
月
26
日
に
は

大
原
美
津
子
さ
ん
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
に
お
招
き
し
て
、「
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
区
民
の
皆
様
の
協
力
で
楽
し

い
時
聞
が
持
て
た
事
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
又
、毎
月
行
わ
れ
る「
加

工
セ
ン
タ
ー
・
わ
の
里
公
園
」
の

清
掃
に
つ
き
ま
し
て
も
組
合
の
皆

「住みやすい喬木村」
伊久間分館長　松葉　元実

　
　　分館の

分館活動報告
Vol.4

突撃！

となりの

突撃！

と
なりの

阿
島
子
ど
も
獅
子

阿
島
子
ど
も
獅
子

（活動）やっとるにー！！

練
習
は
11
月
に
開
始
し
、
月
4

回
、
喬
木
村
第
一
公
民
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
30
人
の
う
ち

10
人
が
初
め
て
子
供
獅
子
に
挑
戦

す
る
児
童
。頭
8
人
と
太
鼓
10
人
、

笛
12
人
に
担
当
分
け
を
し
て
、
ま

ず
は
パ
ー
ト
ご
と
に
基
礎
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。本

番
ま
で
1
か
月
半
を
切
っ
た

2
月
末
の
練
習
で
は
太
鼓
と
笛
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
頭
が
舞
い
、
音

と
動
き
を
念
入
り
に
確
認
。
指
導

者
か
ら
「
も
っ
と
演
奏
の
音
を
聞

く
よ
う
に
」
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
繰
り
返
し
練
習
し
て

い
ま
し
た
。

獅
子
舞
の
花
形
で
あ
る
頭
を
担

う
小
学
6
年
の
塩
澤
晴
君
（
12
）

は
「
小
さ
い
頃
か
ら
阿
島
獅
子
を

見
て
い
て
自
分
も
や
っ
て
み
た

か
っ
た
」
と
昨
年
か
ら
参
加
。
2

年
目
の
今
年
は
「
獅
子
が
生
き
て

い
る
よ
う
な
滑
ら
か
な
動
き
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
い

い
、「
本
番
は
自
信
を
持
っ
て
舞

様
に
は
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
伊
久
間
分
館
の
取

り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
ま
た
価

値
観
の
多
様
化
に
よ
り
地
域
連
携

意
識
が
薄
く
な
り
公
民
館
活
動
へ

の
参
加
が
出
来
に
く
い
状
況
で
す

が
、伊
久
間
区
民
の
文
化
の
発
展
、

福
利
厚
生
を
目
指
し
健
康
で
明
る

い
豊
か
な
生
活
の
向
上
と
、
区

民
相
互
の
信
頼
と
親
睦
を
図
り
、

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」
精
神

で
、
有
り
た
い
で
す
。

伊
久
間
地
区
公
民
館
館
長
と
し

て
１
年
間
の
在
任
期
間
で
は
有
り

ま
し
た
が
、
公
民
館
は
地
域
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
子
供
か
ら
高
齢

者
の
集
え
る
場
所
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
第
５
類

に
な
り
公
民
館
活
動
が
行
え
る
様

い
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。子

供
た
ち
が
上
達
す
る
姿
を
見

守
っ
て
い
る
継
承
会
の
市
瀬
兼
寿

会
長
（
73
）
は
「
将
来
は
青
年
獅

子
を
継
い
で
ほ
し
い
」と
期
待
し
、

「
子
供
た
ち
は
頑
張
っ
て
練
習
し

て
い
る
の
で
当
日
は
そ
の
成
果
を

た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
も
っ
と
自
分
た
ち
の

喬
木
村
を
知
ろ
う
よ
！
」

木
下
椋
記
念
館
長
さ
ん

に
お
話
を
お
聞
き
し
、
展

示
さ
れ
た
阿
島
傘
の
美

し
さ
に
感
動
し
た
一
枚

　
　
で
す
。
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た
か
ぎ
短
歌
会
　
如
月
歌
会
詠
草

勝し
ょ
うち
ゃ
ん
も
家
族
の
一
員
お
年
玉
に
肉
を
上
げ
れ
ば
ワ
ン
ワ
ン
二
歳

小
椋　

り
よ

青
空
に
初
冠
雪
の
ア
ル
プ
ス
を
遠
く
に
望
み
大
手
広
げ
る
（
陣
馬
形
に
て
）

	

知
久　

美
子

「
ブ
ギ
ウ
ギ
」
見　

能
登
の
被
災
地
気
に
し
つ
つ
大
相
撲
み
て
一ひ

と
ひ日

終
へ

る
も	

市
瀬　

准
子

冴
ゆ
る
空
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
星
捜
す
煌
め
く
宙そ

ら

を
寒
さ
忘
れ
て

	

塩
澤
真
由
美

鈴
生
り
の
南
天
の
実
は
頭

こ
う
べ

垂
れ
真
紅
の
粒
は
ル
ビ
ー
の
輝
き

	

内
山　

貴
子

新
年
会
隣
組
み
集
う
常
会
の
お
日
待
ち
最
中
に
突
然
の
地な

い震

	

田
中　

妙
子

好
物
の
煮
物
を
今
朝
は
口
に
せ
ず
何
時
も
は
旨
い
と
言
い
に
し
夫
は

	

木
下　

寿
子

若
き
こ
ろ
知
り
合
い
だ
っ
た
珠
洲
の
友
今
は
如
何
に
と
ひ
た
に
案
ず
る

	

和
田　

京
子

我
が
村
の
指
導
者
た
り
し
友
逝
き
ぬ
惜
し
む
心
に
寒
の
風
染
む

	

木
林　

睦
枝

午
後
か
ら
の
大
雪
予
報
に
薬
の
み
貰
い
そ
そ
く
さ
家
路
を
急
ぐ

	

内
山　

和
子

年
ご
と
に
庭
の
手
入
れ
の
ま
ま
な
ら
ず
枯
葉
の
山
は
見
ぬ
こ
と
と
す
る

	

元
島　

康
子

塩
辛
を
摘
み
て
猪
口
を
傾
け
ば
い
つ
し
か
父
の
仕し

ぐ
さ種
に
似
て
来

	

福
澤　

亀
人

たかぎスポーツクラブ

「スポレックサークル」
①いつから活動していますか？　約 10 年
②いつ活動していますか？　
　火曜日 14 時～ 15 時 30 分
③何名で活動していますか？　10 人
場所：中央社会体育館
内容：スポレック、ワンバウンドふらばーるバレー

毎
週
火
曜
日
の
午
後
、
中
央
社

会
体
育
館
か
ら
は
い
つ
も
元
気
で

賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
た

か
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク

ル
と
し
て
、
ス
ポ
レ
ッ
ク
と
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
を

行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
表
情
も
声

も
明
る
く
、
動
き
も
軽
や
か
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
レ
ッ
ク
は
、
シ
ャ
フ
ト
の

短
い
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ラ
ケ
ッ

ト
で
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と
同
じ
大
き

さ
の
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
打
ち
合

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
室
内
で
行
う
こ

と
が
で
き
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し

め
ま
す
。

ま
た
、ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー

る
バ
レ
ー
は
、
や
わ
ら
か
い
変
形

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
、
少
し
だ
け
頭
を
使
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
ま
た
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。長

い
方
は
10
年
位
に
な
り
、
た

か
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
う
よ
う
に

な
っ
た
当
初
よ
り
活
動
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、現
在
は
人
数
も
減
っ

て
お
り
新
し
い
仲
間
を
大
募
集
中

で
す
。

練
習
だ
け
で
な
く
、
勝
敗
は
関

係
な
く
楽
し
み
な
が
ら
大
会
に
も

参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

練
習
の
成
果
も
感
じ
ら
れ
る
機
会

が
あ
る
の
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
ち
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

クラブ・サークル紹介

公民館主催の春と秋のスポーツ交流会にも積極的に参加し
ました。男女問わず一緒に楽しんでくれる方を募集してい
ます。お問い合わせはたかぎスポーツクラブ、または直接
様子を見に来ていただいてもOKです！

みんなで和気あいあいと
楽しんでいます！
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喬
木
村
俳
句
会
　
如
月
句
会
　
詠
草

寒か
ん
は
れ晴

や
カ
イ
ト
ふ
た
つ
と
ジ
ェ
ッ
ト
雲	

木
下　

瑞
恵

木き

の
芽め

か
ぜ風

よ
ち
よ
ち
の
歩ほ

ほ々

母
の
手
と

蝋ろ
う
ば
い梅

の
香か

に
誘
わ
れ
て
来き

た

る
人	

矢
澤　

恵
美
子

フ
ク
シ
マ
の
子こ

等ら

よ
学
び
て
草く

さ
も萌
ゆ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
切
る
墨す
み
え絵

の
如ご

と

し
春
の
雪	

松
島　

み
の
り

犬
ふ
ぐ
り
小こ

び
ん瓶

に
入
れ
し
遠
き
日
よ

日
射
し
浴
び
春
し
ゅ
ん
せ
つ雪

の
な
か
青あ

お
な菜

映は

ゆ	

宮
島　

高
枝

春
光
の
母ぼ

こ
う校

跡あ
と
ち地

に
若
き
声

春
光
に
鳥と
り

の
羽は

踊
る
梅
の
枝	

村
山　

た
か
子

縁
側
に
茶
を
注
ぎ
交
わ
す
日
向
ぼ
こ

押お
し
ぐ
る
ま車

蝋ろ
う
ば
い梅

の
香
の
背
に
仄ほ

の

か	

原　

美
恵
子

春
の
夜
の
し
じ
ま
に
深
き
夫つ

ま

寝
息

能
登
の
地な

い震
不
明
者
つ
ぐ
る
声
寒
し	

西
元　

く
に
こ

春
待
ち
て
踏
み
た
る
土
の
固
さ
か
な

傘
立
て
に
杖
が
一
本
雪ゆ
き
と解
け
り	

市
橋　

ヨ
リ

春は
る
あ
さ浅
し
バ
ス
を
見
送
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー

曾そ
う
そ
ぼ

祖
母
の
昔
話
や
春は

る

火ひ
ば
ち鉢	

松
葉　

孝
子

憂う
れ

ひ
ご
と
空
へ
消
え
ゆ
く
雪ゆ

き
げ
か
ぜ

解
風

悴か
じ
かみ

て
孫
の
夢
見
に
温ぬ

く

も
れ
り	

吉
川　

て
る
子

こ
の
う
ま
さ
一
人
暮
ら
し
の
蕗ふ

き

の
薹と

う

第
49
回
全
国
中
学
生
北
信
越
地
区

予
選
大
会
（
５
月
20
日
～
５
月
23
日

開
催
）
に
硬
式
テ
ニ
ス
（
男
子
ダ
ブ

ル
ス
）
部
で
出
場
さ
れ
た
島
崎
晃
太

さ
ん（
田
上
川
）、北
澤
光
琉
さ
ん（
馬

場
）
の
激
励
会
が
昨
年
２
月
28
日
に

行
わ
れ
、
村
及
び
村
体
育
協
会
か
ら

激
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

島
崎
さ
ん
・
北
澤
さ
ん
は
、
10
月

22
～
23
日
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学
生

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
長
野
県
予
選
で

優
勝
し
、
新
潟
県
長
岡
市
で
行
わ
れ

た
北
信
越
地
区
予
選
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
結
果
は
ダ
ブ
ル
ス
三
位
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

二
人
は
小
学
生
の
頃
か
ら
た
か
ぎ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
硬
式
テ
ニ
ス
を

練
習
し
て
お
り
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
は
強
い
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

島
崎
さ
ん
・
北
澤
さ
ん

硬
式
テ
ニ
ス
北
信
越

大
会
出
場

第
46
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競

技
大
会
（
８
月
22
日
～
26
日
開
催
）

に
10
歳
以
下
の
部
で
、
４
×
50
ｍ
リ

レ
ー
に
出
場
さ
れ
た
湯
澤
心こ
こ
み美
さ

ん
（
第
一
小
５
年
・
田
上
川
）、
牧

内
莉り

く玖
さ
ん
（
第
一
小
５
年
・
阿
島

北
）
の
報
告
会
が
12
月
22
日
に
行
わ

れ
、
村
及
び
村
体
育
協
会
か
ら
激
励

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
２
０
２
３
年
度
県
選

手
権
水
泳
競
技
大
会
（
令
和
５
年
８

月
開
催
）
で
、
10
歳
以
下
女
子
４
×

50
ｍ
の
部
で
県
代
表
と
し
て
東
京
都

江
東
区
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
17
位
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
個
人
メ
ド
レ
ー
２
０
０
ｍ

と
背
泳
ぎ
50
ｍ
で
出
場
さ
れ
た
湯
澤

さ
ん
は
個
人
メ
ド
レ
ー
で
20
位
、
背

泳
ぎ
で
10
位
と
な
り
ま
し
た
。

二
人
と
も
喬
木
出
身
で
あ
り
一
緒

に
上
の
大
会
を
目
指
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
今
後
の
ご
健
闘
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

第
72
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

大
会
（
６
月
５
日
～
７
日
開
催
）
及

び
第
54
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
（
11

月
15
日
～
20
日
）に
大
学
野
球（
ピ
ッ

チ
ャ
ー
）
で
出
場
さ
れ
た
宮
島
拓
斗

さ
ん
（
阿
島
南
）、
の
激
励
会
が
１

月
５
日
に
行
わ
れ
、
村
及
び
村
体
育

協
会
か
ら
激
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。中

部
学
院
大
３
年
の
宮
島
さ
ん
は

地
区
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
明
治
神

宮
野
球
場
で
行
わ
れ
た
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
ベ
ス
ト
８
。
２
回
戦

天
理
大
と
の
試
合
に
登
板
し
９
回

１
４
３
球
を
投
げ
自
責
点
０
の
好
投

で
勝
利
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
に
開
催
さ
れ
た
明
治
神
宮
野
球

大
会
は
一
回
戦
敗
退
で
し
た
。

宮
島
さ
ん
は
現
在
３
年
生
。
来
年

も
楽
し
み
で
す
。
今
後
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

湯
澤
さ
ん
・
牧
内
さ
ん

水
泳
全
国
大
会
出
場

宮
島
拓
斗
さ
ん

全
日
本
大
学
野
球

選
手
権
大
会
出
場
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能
登
半
島
地
震
か
ら
３
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
震
に

よ
る
問
題
の一つ
に
膨
大
な
災
害

ゴ
ミ
（
災
害
廃
棄
物
）
が
あ
る
。

　

石
川
県
内
の
家
屋
の
被
害
は

５
万
棟
を
超
え
、
災
害
ゴ
ミ
は
推

定
２
４
４
万
ト
ン
に
上
る
と
県
が

伝
え
て
い
る
。
が
れ
き
類
、
屋
根

瓦
や
梁
・
柱
、
家
具
、
電
化
製
品
・

車
両
な
ど
だ
。
う
ち
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
の
１
２
０
万
ト
ン
は
再
生

利
用
し
、
38
万
ト
ン
は
県
外
で
処

理
す
る
予
定
。
自
治
体
間
の
広
域

連
携
で
、
既
に
隣
接
県
が
ゴ
ミ
の

受
け
入
れ
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。

残
り
86
万
ト
ン
は
県
内
処
理
を
す

る
。
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

年
間
搬
入
量
は
約
２
万
ト
ン
だ
か

ら
、
飯
伊
地
域
の
焼
却
ゴ
ミ
43
年

分
。喬
木
村
で
も
職
員
を
派
遣
し
、

災
害
ゴ
ミ
の
対
応
支
援
を
し
て
い

る
。
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
ゴ
ミ

の
対
応
に
つ
い
て
は
村
で
も
基
本

計
画
が
あ
る
そ
う
だ
。
確
認
し
た

い
。

　
２
月
４
日
の
公
民
館
主
催
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
日
常
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

研
修
や
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

お
よ
そ
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
関

心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
、
ど
の
よ
う

に
ゴ
ミ
処
理
す
れ
ば
よ
り
効
率
的

で
環
境
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
の

か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
喬
木
村
の
燃
え
る
ゴ
ミ
排
出
量

は
、年
間
６
４
６
ト
ン
（
令
和
５
）。

近
い
人
口
の
豊
丘
村
よ
り
60
ト
ン

ほ
ど
多
い
。
ビ
ン
の
出
し
方
に
も

課
題
が
あ
る
と
聞
い
た
。
こ
の
４

月
か
ら
は
プ
ラ
ゴ
ミ
の
出
し
方
が

変
更
さ
れ
る
。

　
災
害
に
備
え
る
こ
と
も
意
識
し

な
が
ら
、
生
活
ゴ
ミ
を
い
か
に
出

さ
な
い
よ
う
シ
ン
プ
ル
に
生
活
す

る
か
考
え
実
践
し
て
い
き
た
い
。

公
民
館
長

今
年
も
花
粉
の
季
節
が
や
っ
て
き

た
。
既
に
数
十
年
の
付
き
合
い
に
な
る

が
、
こ
れ
ば
か
り
は
で
き
れ
ば
切
り
た

い
縁
で
あ
る
。

先
日
、
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
卒

業
式
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
の
を
聞

い
て
、
自
分
の
子
ど
も
の
卒
業
式
や
入

学
式
の
事
を
思
い
出
し
た
。
今
と
違
っ

て
マ
ス
ク
姿
で
出
席
な
ど
し
な
か
っ
た

の
で
、
こ
の
時
期
の
肌
の
管
理
は
か
な

り
大
変
だ
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

地
域
の
大
人
と
し
て
式
典
に
招
待
さ

れ
て
い
る
今
年
、
晴
れ
の
舞
台
を
迎
え

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、
む
ず
痒
い
鼻

を
気
に
せ
ず
見
ら
れ
る
の
は
何
と
嬉
し

い
こ
と
か
と
思
い
つ
つ
、
手
放
せ
な
い

マ
ス
ク
を
見
つ
め
る
の
だ
っ
た
。

写真
宮下　昇さん（喬木カメラクラブ）
タンポポの花にヤブキリというキリギリス科
の幼虫が花を食べに来ていた様子です。春ら
しい息吹を感じて撮影しました。

題字
松澤衣

こはね
羽さん（喬木第一小学校 6年）

小学校 3年生の終わりから習字をならって
います。全体的に難しかったです。これから
もっと上手に書けるように頑張ります。

今 回 の 表 紙

●本館公民館　部員大募集！
　本館公民館で事業の企画・運営に携わっていただける方を募集しています。
　地域の方と関わりたい！こんなイベントをしたい！など、喬木村公民館の活動を一緒に盛り上げて
みませんか？応募要件はやる気だけ。ご応募お待ちしています。
※本館は広報部、文化部、スポーツ部の３部体制になります。いずれかの部に所属して活動していた
だきます。

お問合せ　喬木村公民館　☎0265−33−2002


